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 朝晩は涼しく感じますが，日中はまだまだ暑く，10 月中も残暑が続く予報が出て

います。身体にたまった夏の疲れに，気候の変化が加わり，秋バテの症状が出そうで

心配です。 

 勉強に加えて行事も多く忙しくなりますが，時間や気持ちを上手く切り替えて，ス

ポーツや芸術，読書の秋を楽しめると良いですね。 

串木野高等学校図書館 

令和５年１０月４日発行 10月号 

 

『私はないものを数えない。』                葦原 海 

 「高校１年生で，両足切断。」と聞いた時，かわいそう……から始まること自体，失礼なの 

かも……。確かに，足がないことは関係ない。 

「私は 足がない というのを知った瞬間、受け入れた。 足がないのは、もう変えられないこ 

と、仕方ない って。あきらめたんじゃない。いじけたんでもない。開き直りでもない。変えられ

ないなら、じゃあ、今の環境でどうする？って考える方が、早い。―それだけのこと。」 

車椅子でパリコレやMISIA のバックダンサー出演，旅行もディズニーランドも，やれる方

法でやるという行動力や楽しんでいる姿に応援したくなります。 

表紙や写真の笑顔もとても魅力的で元気をもらえますよ。 

「人生はライブだから、何が起きるかはわからない。何がいいとか悪いとか、その一場面 

    だけ切り取ったらわからない。でも、どんな悪いこともハッピーエンドにつなげられる。 

自分の受け止め方次第で。」 

 

  
 



＞ビブリオバトル公式ルール  

① 発表参加者が読んで面白いと思った本を持って集まる。 

② 順番に一人５分間で本を紹介する。 

③ それぞれの発表の後に参加者全員でその発表に関するディスカッションを２～３分行う。  

④ 全ての発表が終了した後に「どの本が一番読みたくなったか？」を基準とした投票を 

参加者全員一票で行い,最多票を集めたものを『チャンプ本』とする。  

＞公式ルールの詳細  

・本は，他人が推薦したものでもかまわないが，必ず発表者自身が選ぶこと。  

・順番に一人５分間で本を紹介するが，発表者は必ず５分間を使い切る。 

・５分を過ぎた時点でタイムアップとし，発表を終了する。 

・原則レジュメやプレゼン資料の配布等はせず，できるだけライブ感をもって発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読書週間は，「読書の力によって，平和な文化国家を作ろう」という決意の

もと開催され，日本は世界有数の「本を読む国民の国」になりました。 

串木野高校は，10 月 24 日～11 月 1 日を読書週間に設定します。 

＊10 月 6 日からひとり１０冊まで貸し出しします。 

    ☆１０月１８日 ビブリオバトルガイダンス 

☆１１月 １日 ビブリオバトルクラス予選 

☆１１月１５日 ビブリオバトル校内大会 

 

 

 

 

✤ 自分で読んで面白かった本を紹介しよう！ 

✤ 誰かに薦められた本でも良いが，自分で決めよう！ 

✤ 面白かったところ，好きな登場人物，お気に入りのセリフ……など 

紹介する本について自分の思いを語りましょう！ 

✤ ５分間 何かを話してね！ 

✤ 聞き手は，発表者の思いを受け止めて 

  ディスカッションタイムには，質問しましょう。 

  発表者は，５分間で伝えられなかったことを話すチャンスです。 

✤ 「どの本が一番読みたくなったか」を基準にチャンプ本を決めましょう！ 

  自分の本には，投票しないよ。 

✤ 紹介された本を読んでみよう！ 

   

 

 


